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言
語
資
料
と
し
て
の
歌
舞
伎
脚
本

敬

語

辞

を

中

心

に

山

県

浩

一
、

は
じ

め

に

近
世
語
資
料
は

そ
の
豊
富
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ

て
き

た
も
の
は
ご
く

一
部
の
限
ら
れ

た
資
料

に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
ま
た
、

そ
の
利
用

の
仕
方
も
資
料

の
性
格
を
十
分
考
慮
し

た
も

の
と
は
言

い
難
い
点
が
多
か

っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿

の
中
心
資
料

で
あ
る
上
方
歌
舞
伎
脚
本
11
前
期

の
絵
入
狂
言
本

・
後
期

の
歌
舞
伎
台
帳
11
は
、
従
来
、
近
松
世
話
物
浄

瑠
璃

・
洒
落
本
等
と

一
括
し

て

注
①

取
り
扱
わ
れ
る

こ
と
は
少
な
く
な
か

っ
た
。
た
だ
、
そ
の
場
合
、
資
料

の
量
的

な
不
足
を
補
う
と
い

っ
た
程
度

の
理
由

で
用
い
ら
れ
る

こ
と
が
普
通

で
、
浄
瑠

璃

・
洒
落
本
等
と
対
等
、
更

に
は
歌
舞
伎
脚
本

だ
け
を
対
象
に
研
究

が
体
系
的

に
な
さ
れ
る

こ
と
は
殆
ど
な
か

っ
た
よ
う

で
あ
る
。

歌
舞
伎
脚
本

研
究

が
こ
の
よ
う
に
不
十
分

で
あ
る
理
由

は
、
言
語
資
料
と
し

て
の
欠
点
が
様

々
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
た
め
で
あ
る
。
例
え
ば
、
絵
入
狂
言
本

は
、
狂
言
作
者

以
外

の
者
に
よ

っ
て
書
か
れ
た

読

物

と

し
て
の
筋
書
本

で
あ

り
、
実
際

に
上
演
さ
れ
た
も

の
と
は
程
遠
い
。
歌
舞
伎
台
帳
は
、
演
劇
と
し

て

の
伝
統
性

に
よ
る

セ
リ

フ
の
固
定
化

の
た
め
に
、

そ
の
こ
と
ば
は
上
演
年
次

の

も

の
と
は
見

傲
し
難
い
、
等
。

し
か
し
、

こ
れ
ら
の
欠
点

の
具
体
相

に
つ
い
て
は
、
何
も
明
ら
か
に
さ
れ
て

お
ら
ず
、
声
高

に
欠
点
が
欠
点
と
し
て
述

べ
ら
れ

る
だ
け
で
あ
り
、
実
際

に
は

前
述
の
よ
う
な
資
料

の
量
的
な
問
題
か
ら
、
多
く

の
歌
舞
伎
脚
本

が
近
世
語
研

究
に
用
い
ら
れ

て
い
る
。
後
期
上
方
語
研
究

で
は

そ
れ
が
特

に
著
し
く
、
山
崎

注
②

久
之
氏
も
先

の
よ
う
な

欠
点
を
指
摘
さ
れ
な

が
ら
も
、
か
な
り

の
歌
舞
伎
台
帳

を
利
用
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

上
方
板
糎
落
本

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
周

到
な
方
法
で
そ
の
口
語
性

の
高
さ

が
実

証
さ
れ
、
従
来
の
研
究
が
単
な
る
洒
落
本
語

の
研
究
で
は
な
か

っ
た

こ
と

が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
く
、

歌

舞

伎

脚

本

研
究

も
、
ま
だ
不
十
分
で
あ
る

こ
と
を
幸

い
に
、

そ
の
言

語
現
象

の
把
握
と
い
う
基

礎
作
業
か
ら
、
言
語
資
料
と
し
て
の
価
値

判
定
=
ロ
語
的

写
実
性

の
判
定
等
=

へ
と
順
次
な
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。

注
④

そ
こ
で
、
、本
稿
は
、

そ
の

基

礎

作

業
の

一
斑
と
し

て
、
敬
語
辞
を
取
り
上

げ
、
主
と
し

て
、
上
方
歌
舞
伎
脚
本

の
そ
れ
に

つ
い
て
の
検
討
と
江
戸
歌
舞
伎

脚
本

の
そ
れ
と

の
比
較
と
い
う
内
部
徴
証
の
整
理
等
を
通
じ
て
、

そ
れ
ら

の
言

語
資
料
と
し

て
の
見
通
し
を
明
ら
め
よ
う
と
す

る
も

の
で
あ

る
。
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二
、
調
査
資
料

上
方

歌
舞
伎
脚
本
十
四
種
=

元
禄
期

の
絵
入
狂
言
本
四
種

・
宝
暦
～
文
化
期

の
歌
舞
伎
台
帳
十
種
11
を
中
心
資
料

と
し
、
江
戸
歌
舞
伎
脚
本

三
種
=
宝
暦

・

文
化
期
の
歌
舞
伎
台
帳
=
を
比
較
資
料
と
し
て
、

そ
の
会
話
文

に
お
け
る
敬
語

辞
を
整
理
す
る
と
、
別
表
=
後
述
第
六
章
11

の
如
く

で
あ
る
。

調
査
資
料
は
、
上

演

年

次

順

に
次

の
通
り
で
、
論
中
、

由
〔好

色
〕

.

②
〔
江
戸
〕
等
の
略
号

で
示
す
。

(

)
内
は
、
調
査

に
用
い
た
翻
字
本

.
影
印

注
⑤

本

で
あ
る
。

猶
、
以
下
、
絵
入
狂
言
本

は
狂
言
本
、
歌
舞
伎
台
帳
は
台
帳
と
略
記
す
る
。

(上
方
狂
言
本
V

①
〔
好

色
〕
=
好
色
伝
受

小
嶋
彦
十
郎
作
。

一
六
九
三

(
元
禄
六
)
年
、
京
都

早

雲
長
太
夫
座
。

(
日
本
名
著
全
集
.
歌
舞
伎
脚
本
集
)

②
〔江
戸
〕
=
傾
城
江
戸
桜

近

松
門
左
衛
門
作
。

一
六
九

八
(
元
禄
十

一
)年
、

京
都
萬
太
夫
座
。

(大
東
急
善
本
叢
刊
.
近
世
演
劇
集
)

け
い
せ
い
み
ぷ
だ
い
ね
ん
ぶ
つ

③
〔壬
生
〕
=
傾
城

壬
生
大
念
餅

近
松
門
左
衛
門
作
。

一
七
○

四
(元
禄
十
七
)

年
、
京
都
萬

太
夫
座
。
(
日
本
古
典
文
学
大
系

.歌
舞
伎
脚
本
集
上
)

④
〔
白
山
〕
=
け
い
せ

い
白
山
禅
定

一
七
○

四

(元
禄
十
七
)
年
、
京
都
萬
太

夫
座
。
(
古
典
文
庫

・
上
方
狂
言
本
三
)

(上
方
台
帳
V

⑤
〔幼
稚
〕
"
幼
稚
子
敵
討

並
木
正
三
作
。

一
七

五
三

(宝
暦
三
)
年
、
大
坂

角

の
芝
居
。
(
日
本
古
典
文
学
大
系
.
歌
舞
伎
脚
本
集
上
)

⑧
〔三
十
〕
=
三
十
石
燈
始

並
木

正
三
作
。

一
七
五
八

(宝
暦
八
)
年
、
大
坂

角
の
芝

居
。
本
稿

で
は
二

・
三

・
四
段
目

の
み
を
扱
う
。
(
日
本
戯
曲
全
集
四
)

や
ど
な
し
だ
ん
し
ち
し
ぐ
れ
の
か
ら
か
さ

m
〔宿
無
〕
=
宿
無
団
七
時

雨
傘

並
木

正
三
作
。

一
七
六
八

(明
和
四
)
年
、

大

坂

竹

田

の
芝

居

。
(
日
本
戯
曲
全
集
四
)

く
わ
な
や
と
く
ぞ
う
い
り
ふ
ね
も
の
が
た
り

捌
〔桑
名

〕
=

桑

名

屋

徳

蔵

入

船
物

語

並

木

正

三

作

。

一
七

七

〇

(明
和
七
)

年

、
大

坂
角

の
芝

居

。
本

稿

で

は

口

明

・
三

・
四
段

目

の

み
を

扱

う

。

(
日
本
名
著
全
集

・
歌
舞
伎
脚
本
集
)

す
み
だ
が
わ
ご
に
ち
の
お
も
か
げ

⑨
〔隅

田

〕
11

隅

田
川

続

悌

奈

河

七

五
助

作

。

一
七

八

四

(天
明
四
)
年

、
大

坂

角

の

芝

居

。
本

稿

で
は

口
明

・
三

つ
目

・
大

切

の

み
を

扱
う

。

(
日
本
戯
曲
全
集
九
)

お
も
わ
く
く
る
わ
か
た
ぎ

段o
〔思

花

〕
=

思

花
街

容

性

並

木

五

瓶
作

。

一
七

八

四

(
天
明
四
)
年

、

大

坂

角

の
芝

居

6
(
日
本
戯
曲
全
集
九
)

㎝
〔

か
ん
じ
ん
か
ん
も
ん
て
く
だ
の
は
じ
ま
り

韓

人

〕

=

韓

人

漢

文
手

管

始

並

木

五

瓶
作

。

一
七

八

九
〔寛
政
元
)年

、

大

坂

角

の
芝

居

。

本

稿

で

は

第

一

・
三

・
四

の

み
を

扱

う

。

(
日
本
古
典
文
学
大
系

・
歌
舞
伎
脚
本
集
上
)

い
せ
お
ん
ど
こ
い
の
ね
た
ば

働
〔伊
勢

〕
=

伊

勢

音

頭

恋

寝

刃

近

松

徳

三

作

。

一
七

九

六

(寛
政
八
)
年

、

大

坂

角

の
芝

居

。
(
日
本
戯
曲
全
集
九
)

め
い
さ
く
き
り
こ
の
あ
け
ぼ
の

臓
〔銘

作

)

=
銘

作

切
籠

曙

近
松

徳

三
作

。

一
八

○

一
(享
和
元
)年

、

大

坂

角

の
芝

居

。

(
日
本
戯
曲
全
集
九
)

だ
て

べ
に
が
き

0◎
〔競

〕
=

競

か
し

く

の
紅

翅

近
松

徳

三
作

。

一
八
○

八

(
文
化
五
)
年
、

大

坂

角

の
芝

居

。
(
日
本
戯
曲
全
集
九
)

(江
戸
台
帳
V

お
と
こ
だ
て
は
っ
か
い
そ
が

④
〔男

伊

〕

11

男

伊
達

初

買

曽

我

藤

本

斗
文

作

。

一
七

五

三

(宝
暦
三
)

年

、

江
戸

中

村

座

。
本

稿

で
は

二

・
三

の

み
を

扱

う

。

(
日
本
名
著
全
集

・
歌
舞
伎
脚
本
集
)

こ
こ
ろ
の
な
ぞ
と
け
だ
い
ろ
い
と

②
〔心
謎
〕
目
心
謎
解
色
糸

鶴
屋
南
北
作
。

一
八

一
○
(
文
化
七
)年
、
江
戸
市

村

座
。
本
稿
で
は
序
幕

・
二
幕
目

の
み
を
扱
う
。
(鶴
屋
南
北
全
集
三
)

か
き
つ
ば
た
い
う
も
「え
ど
ぞ
め

③
〔杜
若
)
=
杜
若
艶
色
紫

鶴
屋
南
北
作
。

一
八

一
五
(文
化
十
二
)年
、
江
戸
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河
原
崎

座
。
(鶴
屋
南
北
全
集
五
)

三
、
上
方
歌
舞
伎
脚
本
に
つ
い
て

⑨
本
章

で
は
、
別
表
に
も
示
し

た
次

の
五

つ
の
敬

語
辞
の
上
方
歌
舞
伎
脚
本

で

の
使

用
状
況
を
中
心
に
述

べ
る

が
、
命
令
形

・
音
便
形

・
活
用
等
の
具
体
的
な

語
形
に
つ
い
て
述

べ
る
こ
と
も
あ
る
。

①

ナ
サ
ル
系
の
敬
語
辞

②

シ
ャ
ル
系
の
敬

語
辞

③

シ
ャ
ン
ス
系

の
敬
語
辞

④

ン
ス
系
の
敬

語
辞

⑤
連
用
尊
敬
法
の
敬

語
辞

猶
、
狂
言
本

に

つ
い
て
の
記
述
は
、
資
料
数

・
比

較

資

料

等
の
関
係

に
よ

り
、
台
帳
の
そ
れ

に
比

べ
て
や
や
簡
略
に
な

る
こ
と

が
あ
る
。
ま

た
、
注
で
台

帳
と
洒
落
本
と
の
使
用
状
況
を
比
較
す
る

こ
と
が
あ

る
が
、
紙

面

の

関

係
か

ら
、
論
中

で
は
そ
の

問

題

を

発
展
さ
せ
て
行
か
な

か

っ
た
。

こ
れ
に

つ
い
て

は
、
歌
舞
伎
脚
本

の
言
語
資
料
と
し
て
の
価
値
判
定
を
目
的
と
し

た
、
洒
落
本

を
も
含
む
文

献
資
料

や
現
代
諸
方
言

の
分
布
状

態
と

の
比
較
を
行
な
う
別
稿
で

発
展
さ
せ

て
行
く

予
定

で
あ
る
。

①

ナ
サ
ル
系

の
敬

語

辞
は
、
平
常
形

(
命
令
形
以
外
の
活
用
形
)
に
下
二

(
一
)
段

形

の

〔ナ
サ

ル
ル
〕

・
四
段

形
の

〔ナ
サ

ル
〕
、
命

令

形

に

〔
ナ
サ
レ
〕

・

〔ナ
サ
イ
〕
等

に
分
析
し

て
考
え
た
。
こ
れ
ら

ナ
サ

ル
系

は
、
狂
言
本

・
台
帳

い
ず
れ
で
も
男
女
と
も

に
盛
ん
に
使
用
し

て
お
り
、
特
に
男
性

で
は
調
査
敬
語

注
④

辞
中
最
大
の
用
例
を
持

っ
て
い
る
。

平
常

形
で
は
、
下
二

(
一
)
段

形
が
四
段
形
よ
り
も
多
く

(
伽
対

29
)
、
下

二
段
形
が
下

一
段
形
よ
り
も
多

い
。

一
段

化

は

宝

暦
期
の
台
帳

か
ら
見
え
る

が
、
文
化
期

に
至

っ
て
も
殆
ど
進
展
し

て
い
な

い

(
宝
暦
～
文
化
期

の
総
数
、

一
段
=

11

・
二
段
=

60
)
。

命
令
形
で
は
、
女
性

の
使
用
例
は
稀
で
あ
り
、

一
例

ゆ
〔
隅
田
〕

に

〔ナ
サ

イ
〕

(
乞
食
坊
主
の
例
)
が
見
え
る
だ
け
で
、
残

り

は

す

べ
て

〔
ナ
サ
レ
〕
で
あ

る
。

②

シ
ャ
ル
系

の
敬
語
辞
は
、
女
性

の
場
合
、
狂
言
本

・
宝
暦
期

の
台
帳
で
使
用

さ
れ
る
だ
け
で
、
明
和
期
以
降
の

台
帳
で
は

遊

里

関
係
者

の
例
は
全
く
見
え

ず
、

一
般
女
性

で
も
概
ね
老
婆
や
年
配

の
人
物

に
限
ら
れ

て
い
る
。
し

か
し
、

男
性
で
は
す

べ
て
の
狂
言
本

・
台
帳

に
お
い
て
盛
ん
に
使
用
さ
れ
て
い
魏
鯛

〔
シ
ャ
ル
〕
も

〔ナ
サ

ル
〕
と
同
様
下
二

(
一
)
段
か
ら
四
段

へ
活
用
を
転

じ
た
敬
語
辞
で
あ
る
が
、

〔
シ
ャ
ル
〕

で
は
四
段

形
の
方
が
多
い

(
酌
対

22
)
。

命
令
形
で
は

〔
シ
ャ
イ
〕
は
稀
で
、
殆
ど

〔
シ
ャ
レ
〕
で
あ
る

(
㎜
対

3
)
。

③

シ
ャ
ン
ス
系
の
敬

語
辞
は
、
調
査
し
た
中

で
最
も
特
徴
的
な
使
用
状
況
を
示

し
て
い
る
。
男
性

の
例
は

一
二
し
か
見
え
ず
、
完

全

な

女

性
専
用
語
と
言
え

る
。
そ
の
総
数
は
女
性
使
用
の
敬
語
辞
中
最
大

で
あ
り

(
謝

㎡

ナ
サ
ル
系

蹴
)
、
遊
里
関
係
者

に
お
い
て
は

ナ
サ
ル
系
の
約
六
倍
の
用
例
を
持

つ

(
珊
対

33
)
。
こ
れ
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
狂
言
本

・
台
帳
の
女
性
す

べ
て
で
、

一
般

・
遊
里
関
係
と
も
に
減
じ
る

こ
と
な
く
盛

ん
に
使
用
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
ほ
ど
偏
り
、
使
用
頻
度

の
高
い
敬

語
辞
は
他

に
は
見

え
ず
、

や
や
不
自

注
㈲

然

の
感
さ
え
い
だ
か
し
め

る
の
で
あ
る
。

④
未
然
形
接
続

の

ン
ス
系

の
敬
語
辞
は
、

シ
ャ
ン
ス
系
と
同
じ
く
狂
言
本

で
は

女
性
専
用
語
で
あ

る
が
、
宝
暦
期

の
台
帳
か
ら
男
性
の
使
用
も
始
ま
る
。
そ
れ

は
原
則
と
し

て
町
人

の
例
で
あ
り
、
宝
暦

・
明
和
期

で
は
男
達

・
相
撲
取
り
等

の
特
殊
位
相

の
例

が
多
い
が
、
天
明

・
寛
政
期
頃

か
ら

一
般
町
人
の
例
も
見
え

始
め
、
使
用
層

の
拡
大
が
窺
え
る
。
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一
方
、
女
性

で
は
宝
暦

・
明
和
期

の
台
帳
に
は
相
当

の
例
が
見
え
る
が
、
天

明
期

以
降
の
台
帳

に
な
る
と
著
し
く
減
少
し

て
く
る
。
た
だ
、

シ
ャ
ル
系

の
状

態

に
比

べ
る
と
、
衰
退

の
程
度
は
徹
底

さ
を
欠
き
、
寛
政

・
文
化
期

の
台
帳
に

も
遊
里
関
係
者

の
例

が
若
干
見
え
る
。

⑤
連
用
尊
敬
法

と
は
、
別
表

の

〔テ
指
定
〕

・

〔連
用
指
定
〕

・

〔
一
段
化
〕

・

〔連
用
命
令
〕
等

の

動

詞

連

用
形
を
基
部
と
し
た
尊
敬
表
現

の
総
称
で
あ

る

。
〔
テ
指
定
〕
は
狂
言
本
か

ら
見
え
、
台
帳
で
も
少
数
な
が
ら
増
減
な
く
使
用

さ
れ

て
い
る
。
男
性
で
は
原

則
と
し
て
町
人

が
使

用
す
る
が
、

そ
の
数
は
女
性

に
は
及
ば
ず

(
鵠
対

14
)
、
女
性

で
は

一
般

・
遊

里
関
係
と
も
に
ほ
ぽ
同
程
度

使

用
し

て
い
る

(
一
般

17

・
遊
里

18
)
。

〔
テ
指
定
〕
以
外

の
連
用
尊
敬
法
は
、

宝
暦
期

の
台
帳
か
ら
徐

々
に
見
え
始

め
る
が
、

そ
の
使
用
頻
度
は
非
常

に
低
い
。

〔連

用
指
定
〕
は
狂
言
本

か
ら
例

が
見
え
る
が
、
狂
言
本

や
台
帳

の
武
士
や

奴
な
ど
の

「
オ
イ
デ
カ
」

「
オ
カ

ヘ
リ

カ
」

の
例
は
、

「
オ
～
ナ
サ
レ

(
タ
)

注
鱒

力
」
の

「
ナ
サ
レ
」

の
省
略
形
と
い
う
語
感

の
強
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、
台
帳

の
揚
屋
亭
主
や
遊
女

・
茶
屋
仲
居
等
の
遊
里
関
係
者

の

「
(
オ
)
～
ジ

ャ
」
な

ど

の
例
と
は
少
し
性
格
を
異

に
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

〔
一
段
化
〕
は

僅

か

に

働
〔伊

勢
〕
の

「
云

ヒ

ナ

イ

ナ

(禁
止
)
」
(茶
屋

仲
居
)
と

的
〔競
〕

の

「
オ
帰
リ
タ
ラ
」

(茶
店
主
人
)

の
二
例
に
過
ぎ
な

い
。

〔連
用
命
令
〕
に
は

〔連
用
指
定
〕
と
同
じ
よ
う

に
、

〔
ナ
サ
レ
〕

の
省
略

形
と
い
う
語
感
が
強
く
、
終
助

詞
を
附
属
さ
せ
な
い

「
オ
イ
デ
」

「
オ
イ
リ
」

注
①

な
ど

の
語
形
と
、
連
用
形
に

「
～
イ

ナ
」
等
の
終
助

詞
を
附
属
さ
せ
た
語
形

の

二
種

が
存
す
。
前
者
は
、

武
士
な
ど
、
主

に
男
性
が
、
後
者
は
、
遊
女
な
ど

が

使
用
し

て
い
る
。

連
用
尊
敬
法
は
既
述
の
敬
語
辞
と
は
異
な
り
、
新
た

に
宝
暦
期

の
台
帳
か
ら

使
用
頻
度
を
高
め

て
き
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
他

め

敬

語

辞
を
排
除
し

て
、

ひ
と

つ
の
勢
力
と
し
て
確
立
し

て
い
る
と
は
見

倣
し
難
い
。
例
え
ば
、
他

の
位
相

に
比

べ
る
と
多
く
使
用
し

て
い
る
遊
里
関
係

の
女
性
で
も
、

一
部

に
衰

退
し
た
敬

語
辞
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
全
敬
語
辞
中

に
占
め
る
連

用

注
㈱

尊
敬
法

の
割
合
は
、

そ
れ
ほ
ど
大
き
な
も

の
で
は
な

い

(
連
用
尊
敬
法

24

・
ナ

サ

ル
系

鈴

・
シ
ャ
ル
系

17

・
シ
ャ
ン
ス
系

珊

・
ン
ス
系

65
)
。

⑧
本
章
ω
～
⑤
項

の
敬
語
辞

に
つ
い
て
、
主
な
使
用
者

の
位
相
ご
と

に
ま
と
め

る
と
次

の
如
く
で
あ
る
。

④
武
士
=
原
則
と
し

て
シ
ャ
ン
ス
系

・
ン
ス
系
は
使
用
し
な

い
。

ナ
サ
ル
系

・
シ
ャ
ル
系

は
狂
言
本

・
台
帳
い
ず
れ
で
も
盛
ん

に
使
用
す
る
。
連
用
尊

敬
法
は
ご
く
稀
に
使
用
す
る
だ
け
で
あ

る
。

②
町
人
男
性
=
原
則
と
し

て
シ
ャ
ン
ス
系

は
使
用
し
な

い
。
ナ
サ

ル
系

.
シ

ャ
ル
系
は
狂
言
本

・
台

帳
い
ず
れ

で
も
盛
ん
に
使
用
す
る
。

ン
ス
系
は
台

帳

で
特
殊
位
相
か
ら

一
般

へ
と
使
用
層
を
拡
大
し

て
行
く
。
連
用
尊
敬
法

は

〔
テ
指
定
〕
を
比
較
的
使
用
す
る
が
、

他
は
稀
で
あ
る
。

③

一
般
女
性
1ー

ナ
サ
ル
系

・
シ
ャ
ン
ス
系

は
狂
昌二呆

・
台
帳

い
ず
れ
で
も
盛

ん
に
使
用
す
る
。

シ
ャ
ル
系
は
明
和
期
以
降
、

ン
ス
系
は
天
明
期

以
降

の

台
帳
か
ら
余
り
使
用
し

な
く
な

る
。
連
用
尊
敬
法

は

〔
テ
指
定
〕
を
か
な

り
使
用
す

る
が
、
他
は
例
が
見

え
な

い
。

④
遊
里
関
係
女
性
11

シ
ャ
ン
ス
系

は
狂
言
本

・
台
帳
い
ず
れ
で
も
盛
ん

に
使

用
す
る
。
ナ
サ

ル
系
も
同
じ
分
布
を
示
す

が
、
量
的

に
は
及
ば
な

い
。

シ

ャ

ル
系
は
明
和
期

以
降

の
台
帳

に
は
例
が
な
く
、

ン
ス
系

は
天
明
期
以
降

の
台
帳

に
は
例
が
少
な

い
。
連
用
尊
敬
法
は

〔
テ
指
定
〕
を

か
な
り
使
用

す
る

が
、
他
は
余
り
多
く
な

い
。
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既
述
の
通
り
、
論
中

で
は
台
帳
と
洒
落
本
と

の

比

較

は

行
な
わ
な
か

っ
た

が
、
注
で
随
時
述

べ
て
き
た
よ
う
に
、

二
一二
の
敬
語
辞
で
そ
の
使
用
状
況
を

異

に
す
る
も
の
が
あ

っ
た
。
勿
論
、
台
帳
と
洒
落
本
と

に
登
場
す
る
人
物
は
位
相

を
多
く
異
に
し

て
お
り
、
両
資
料

の
言
語
現
象
を
安
易
に
比

較
す
る

こ
と
は
で

注
③

き
な
い
。
し

か
し
、

そ
れ
が
技
術
的

に
解
決
で
き
て
も
、

ロ
語
的
写
実
性
の
不

明
確
な
文
献
ど
う
し

の
比
較
で
あ
る
な

ら
ば
、

そ
の
結
果
は
文
章
語
上
の

一
致

・
不

一
致
に
過
ぎ
な

い
と
言
え
な

く
は
な

い
。
し
か
し
、
洒
落
本
は

「
近
世
後

注
oo

期

の
口
頭
語
を

反
映
す
る
資
料
」
と
考
え
て
よ
く
、
少
な
く
と
も
両
資
料

に
共

通
す
る
位
相
=
主

に
遊
里
関
係
者
11

に
お
け
る
相
違
は
、
台
帳
側

に
そ

の
原
因

が
求
め
ら
れ
る
。

す
る
と
、
洒
落
本

に
は
見
え
な
い
台
帳

で
の
シ
ャ
ン
ス
系

の
盛
行

や
連
用
尊

法

の
未
発
達

に
つ
い
て
は
、

そ
の
原
因
と
し

て
前
述

の
よ
う
な
伝
統
性

に
よ
る

セ
リ

フ
の
固
定
化

=
用
語

の

旧

套

性
=
を

想
定
せ
ざ
る
を
得
な

い
よ
う

に
思

う
。
し
か
し
、
台

帳
の
女
性

で
の
シ
ャ
ル
系

や
ン
ス
系
の
よ
う
に
、
洒
落
本
と

ほ

ぼ
同
じ
時
期
か

ら
衰
退
し
て
い
る
も

の
も
見
え
、
額
面
通
り
の
固
定
化

で
は

説
明
し
き
れ
な
い
面
も
持

っ
て
い
る

の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う

に
台
帳

の
言
語
現
象
は
複
雑
な
様
相
を
呈
し

て
お
り
、
固
定
化

の

問
題

に
し
て
も
、

そ
の
時
期

・
速
度

・
度
合
等
、

そ
の
性
格
を
明
ら
か

に
し

て

行
か
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。

し
か
し
、

こ
こ
で
言
う

一
致

・
不

一
致
と
は
、
台
帳

・
洒
落
本

に
共
通
す
る

人
物

の
敬
語
辞
に

つ
い
て
で
あ

っ
て
、
敬
語
辞
以
外

の
言
語
現
象

や
酒
落
本

に

は
少
な
く
、
台
帳
に
は
多

い
遊
里

に
関
係
の
な

い
男
性
=
武
士
や

一
般
町
人
=

の
敬
語
辞

に
つ
い
て
は
、
殆
ど
判
定
が
下
せ
な

い
状
態

に
あ
る
。
従

っ
て
、
現

段
階
で

の
セ
リ

フ
の
固
定
化
と
は
、
敬
語
辞
だ
け
か
ら
見
た

一
部

の
位
相

に
つ

い
て
の
も

の
で
あ
り
、
固
定
化

に
囚
わ
れ
て
い
な

い
位
相
や
言
語
現
象

の
存
在

注
㈹

も
十
分
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
江
戸
歌
舞
伎
脚
本
に
つ
い
て

⑨
江
戸

の
歌
舞
伎

脚
本
研
究
は
、
上
方

の
そ
れ
以
上
に
な
さ
れ

て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。
前
期
の
絵

入
狂
言
本
に

つ
い
て
の
研
究
は
皆

無
と
言

っ
て
よ
く
、
後

期

の
台
帳

に
つ
い
て
も
、
鶴
屋
南
北
を

初
め
と
し
て
多
く

の
狂
言
作
者
が
輩
出

し
、
彪
大
な
量
の
作
品
を
残
し
て
は
い
る
が
、
体
系
的
な
研
究
は
ま
だ
な
さ
れ

注
㈹

て
い
な

い
。

そ
こ
で
、
江
戸

の
歌
舞
伎
脚
本

研
究
と

い
う
立
場
か
ら
、
特

に
台
帳
に

つ
い

て
は
、
豊
富
な
比
較
資
料
を
駆
使
し
て
、
言
語
資
料
と
し
て
の
価
値
等
を
明
ら

か
に
し

て
行
く

こ
と

が
必
要
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
筆
著
の
当
面

の
関
心
は
上

方
歌
舞
伎
脚
本

に
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
稿
で
は
江
戸

の
台
帳
を
比

較
資
料

と
し

て
扱
い
、
こ
こ
で
は
、
そ
こ
に
見

え
る
敬
語
辞
な
ど
の
整

理
等
を
通
じ
て
言

語
資
料
と
し
て
の
見
通
し
や
上
方

歌
舞
伎
と

の
関
係
等
を
述

べ
る

に
止
め
た
。

①
ナ
サ
ル
系

の
敬
語
辞
は
、
命
令
形
で
女
性

の
使
用
が
少
な

い
が
、
全
体
で
は

盛
ん
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

平
常
形

で
は
、
上
方
物
と

の
大
き
な
相
違
は
見
え
ず
、

四
段
形
は
下
二

(
一
)

段

形
の
四
分
の

一
程
度
と
少
な
く

(
捌
対

28
)
、
下
二
段
形

の

一
段
化
も
殆

ど

進

ん
で
い
な
い

(
11
対

0
)
。
た
だ
、

〔
ナ
サ
ル
〕
の
音
便
形
は
上
方
物
で
は

「
ナ
サ

ッ

(
"
」
だ
け
で
あ

っ
た
が
、

江
戸
物

で
は

こ
れ
に
加
え
て

「
ナ

ス
ッ

(
"
」
が
見
え
る
。

命
令
形

に
な
る
と
相
違

が
や
や
目
に
付
き
、
上
方
物

と
は
逆

に

〔
ナ
サ
イ
〕

の
方

が

〔
ナ
サ
レ
〕
よ
り
多
く

(
43
対

7
)
、
江
戸
物
に
特
徴
的
な
語
形
と
し

て

〔
ナ
セ

へ
〕
と
い
う
音
託
形
が
文
化
期

の
台
帳

に
若

干
見

え
る
。

こ
の
音
説

形
は
男
女
と
も

に
町
人

が
使
用
す
る
が
、
女
性

の
場
合
、

そ
の
使
用
者
は
他
の
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言
語
現
象

に
お
い
て
も
特
徴
的
な
点
が
窺
え
る
た
め
、
後
に
独
立
し

て
述

べ
る

こ
と

に
す
る

(
本
章

⑤
項

)
。

②

シ
ャ
ル
系
の
敬

語
辞
の
使
用
状
況
は
、

上
方

の
明
和
期
以
降
の
台
帳

の
そ
れ

に
酷
似
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
男
性
は
盛

ん
に
使
用
し
て
い
る
が
、
女
性
は
殆

ど
使
用
し
て
い
な

い
の
で
あ
る
。

男
性

の
使
用
頻
度
の
高

さ
で
は
上
方
物
と

一
致
し

て
い
る
が
、
具
体
的
な
語

形

に
お

い
て
は
か
な
り

の
相
違
が
見
え
る
。
例
え
ば
、
音
便
形
は
上
方
物

で
は

⑤
〔幼
稚
〕

に

一
例

「
シ

ッ
テ
」
が
見
え
る
だ
け
で
、
他
は
す

べ
て

「
シ
ャ

ツ

(
"
」
で
あ
る

が
、
江
戸
物

で
は
す

べ
て

「
シ

ッ
(
"
」

で
あ
る
。
命
令
形

で
も

江

戸

物

だ

け

に

〔
セ
イ
〕

(
言
ワ
ッ
セ
イ
)
や

〔
シ
〕

(言
ワ
ッ
シ
)

が
認
め
ら

れ
、

〔
シ
ャ
イ
〕

・

〔
シ
ャ
レ
〕
も
使
用
さ
れ
る
が
、
上
方
物
と
は
異
な
り
、

前
者

の
方
が
多
い

(
23
対

3
)
。

猶
、
四
段
形
が
下
二
段
形

よ
り
多

い
こ
と
は
、
上
方
物
と

一
致
す

る

(
59
対

4
)

。

③

シ
ャ
ン
ス
系

・
ン
ス
系

の
敬
語
辞
は
、
女
性
専

用
語
で
あ
り
、

一
般

・
遊
里

関
係

い
ず
れ
も
盛
ん
に
使
用
し

て
い
る
。

シ
ャ
ン
ス
系
が
女
性
専
用

語
で
あ
る

こ
と
は
、
上
方
物
と

一
致
す
る
が
、

そ

れ

ほ
ど
例
は
多
く
な
く

(
シ
ャ
ン
系

40

・
ン
ス
系

伽

・
ナ
サ
ル
系

57

㎡
上
方

物
同
、

韻

・
m

・
㎜
)
、
宝
暦
期

の
台
帳
で
は

ン
ス
系

の
方
が

シ
ャ
ン
ス
系

よ

り
圧
倒
的

に
多
い

(
㎜
対

羽
)
。
た
だ
、
文
化
期

の
台
帳

に
な
る
と
、

ン
ス
系

は

シ
ャ
ン
ス
系
と
同

程
度

か
そ
れ
以
下
と
な
り
、
著
し

い
使
用
頻
度

の
低
下
を

示
し

て
い
る

(
文
化
期

の
総
数
、

シ
ャ
ン
ス
系

18

・
ン
ス
系

11
)
。

シ
ャ
ン
ス
系

・
ン
ス
系

の
使
用
と

い
う
点
だ
け
で
は
、
女
性
の
場
合
、
上
方

の
宝
暦

・
明
和
期
の
台
帳
と

一
致
し
て
い
る
が
、
使
用
頻
度

に
つ
い
て
は
や
や

異
な

っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
男
性

で
は
、

③
〔
杜
若
〕

の
孤
例
を

除
け
ば

ン

ス
系

を
使
用
し

て
お
ら
ず
、
上
方
物
と
異
な
る
が
、

シ
ャ
ン
ス
系
を

全
く
使
用

し
て
い
な

い
点

に
お
い
て
は

一
致
し
て
い
る
。

猶
、
表

の
説
明
で
も
述

べ
た

が
、
江
戸
の
台
帳

の
ン
ス
系
も
上
方
同
様
す

べ

て
未
然
形
接
続

で
あ
る
が
、

一
例
だ
け

①
〔男

伊
〕

に
連
用
形
接
続

の
丁
寧
表

現
の

「
ン
ス
」

(
遊
女
の
例
)
が
見
え
た
。

④
連

用
尊
敬
法
は
女
性
、
特

に
遊
里
関
係
者
を
中

心
に
認
め
ら
れ
る
が
、
上
方

物
と
同
様
余
り
発
達
し
て
い
な

い
よ
う

で
あ
る
。

〔
テ
指
定
〕
は
、

①
〔
男
伊
〕

に

「
テ

・
ソ
ウ
ナ
」

「
テ

・
カ
」

(
遊
女
)

・

「
テ

・
ジ

ャ
」
(
乳
母
)
、

②
〔
心
謎
〕

に

「
テ

・
ジ

ャ
」

(商
家
の
後
家
・
仲
居
)

③
〔杜
若

〕
に

「
テ

・
ジ

ャ
」
(芸
者
)
.
「
テ

・
カ
」
(
遊
女
)
と
す

べ
て
女
性

の

例

で
あ
る
。

〔連
用
指
定
〕

・

〔連
用
命

令
〕
は
、

①
〔
男
伊
〕

に

「
オ
イ
デ
カ
」
(男
達
)

「
オ
イ
デ
」
(茶
屋
亭
主
)
、
③
〔杜
若
)

に

「
オ
カ

ヘ
リ
カ
」
(芸
者
)
等
、
上
方

物
で
も
固
定
的

に
早
く
か
ら
使

用
さ
れ

て
い
た
語
を
基
部

に
し
た
例
ば
か
り
で

あ

る
。

⑤
連
用
形
接
続

の
命
令
表
現
の

〔
ネ

へ
〕
は
、

江
戸

の
台
帳
だ
け

に
見
え
る
敬

語
辞
で
、
文
化
期

の

③

〔杜
若

〕
で
男
女
と
も
に
町
人
が
使
用
し
て
い
る
。

こ
こ
で

注

目

す

べ
き

こ
と
は
、
女
性

の

〔
ネ

へ
〕

の
す

べ
て
の
例

(
38
)

注
㈲

が
、

一
人
の
人
物
=
悪
婆
と
い
う
役
柄
の
蛇
使
い

・
お
六
11

に
集
申
し

て
い
る

注
鱒

こ
と
で
あ

る
。

こ
の
人
物

は
、

〔
ナ
セ

へ
〕

・

「
ナ
ス
ッ

(
"
」

・
シ
ャ
ル
系

等
、
他
の
女
性

が
殆
ど
使
用
し
な

い
語
形

・
敬

語
辞
を
用

い
、

③
〔
杜
若
〕

の

女
性
で
は
た
だ

ひ
と
り
指

定
辞

〔ダ
〕
を
使
用
し

て
い
る

の
で
あ
る
。

ま
た
、

②
〔心
謎
〕

の
鳥

追

・
お
六
は
、
悪
婆
役
で
は
な
い
が
、

幼
い
孤
児

の
鳥
追
を
虐
待
す

る
悪
役
で
あ
り
、

〔
ナ
セ

へ
〕
や
指
定
辞

〔ダ
〕
を
使
用
し

て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
女
性

で

〔
ナ
セ

へ
〕

・

〔
ネ

へ
〕
な
ど
江
戸
物

だ
け

に
見
え
る

敬
語
辞
を
使
用
し
て
い
る
の
は
、
僅
か

に
二
人

の
人
物
で
あ
り
、

そ
れ
は
悪
婆

や
悪
役
な
ど
女
性
の
中

で
は
極
め
て
個
性

の
強

い

特

殊

な

役
柄

の
人
物
で
あ

る
。

こ
れ
は
、
狂
言
作
者

(
又
は
、

役
者
な
ど
)
が
そ
の
よ
う
な
役
柄
を
際
立

た
せ
る
た
め
に
、
他

の
女
性
と
は
異
な
る

セ
リ

フ
を

使
わ

せ
た
結
果
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。

猶
、
指
定
辞
に

つ
い
て
言
及
す
る
と
、
女
性

で
は

②
〔心
謎
〕
・
③
〔杜
若
〕

の
両
お
六
を
除
け
ば
、
他
は
す

べ
て

〔ジ

ャ
〕
専
用
か
、
稀
に

〔ジ

ャ
〕
多
用

で
あ
り
、
男
性
で
も
全
体
的

に
は

〔ダ
〕
多
用

で
あ
る
が
、

〔ジ
ャ
〕
も
か
な

注
鱒

り
使
用

さ
れ

て
い
る
。

⑧
本
章
①
～
⑤
項

の
敬
語
辞

に
つ
い
て
、
上
方

の
台
帳

の
そ
れ
と

の
比
較
を
中

心
に
、
男
女
別
に
ま

と
め
る
と
次
の
如
く

で
あ
る
。

④
男
性
=
ナ
サ

ル
系

・
シ
ャ
ル
系

を
使
用
し
、

シ
ャ
ン
ス
系
を
使

用
し
な
い

点

に
お
い
て
上
方

の
台
帳
と

一
致
す
る
が
、

ナ
サ
ル
系

・
シ
ャ
ル
系
の

一

部

の
音
便
形

・
命
令
形

や

〔ネ

へ
〕
を
使
用
す
る

一
方
で
、

ン
ス
系
を
使

用
し
な
い
点
に
お
い
て
相
違
す
る
。

②
女
性
=

ナ
サ

ル
系

・
シ
ャ

ン
ス
系

・
ン
ス
系

・

〔
テ
指
定
〕
を
使
用
し
、

シ
ャ
ル
系

を
殆

ど
使
用
し
な

い
点

に
お
い
て
、
明
和
期
頃
の
上
方

の
台
帳

と

一
致
す
る
。
た
だ
、

シ
ャ
ン
ス
系

・
ン
ス
系

の
使
用
頻
度

に
お

い
て
若

干
相
違
す
る
。
上
方

の
台
帳

に
は
見
え
な

い

〔
ナ
セ

へ
〕

・

〔ネ

へ
〕
等

は
、
特
殊
な
役
柄

の
人
物
の
例
に
限
ら
れ

て
い
る
。

前
章

の
よ
う
に
四

つ
に
分
け

て
説
明
し
な
か

っ
た
が
、
女
性

で
は
、
特
殊
例

を
除
け
ば
、

一
般

・
遊
里
関
係

の
差
は
殆

ど
な
く
、
男
性
で
も
、

一
部

に
武
士

が
使
用
し
な
い
敬

語
辞

(

〔
ナ
セ

へ
〕

・

〔ネ

へ
〕
等
)
も
存
す
る
が
、
武
士

.
町
人

の
差
は
上
方
物
ほ
ど
大
き
く
な

い
よ
う
で
あ
る
。

全
体
と
し

て
、
江
戸

の
台
帳
で
の
男
女
差
は
上
方

の
そ
れ
以
上

に
大
き
く
、

女
性
で
は
、
特
殊

例
を
除
け
ば
、
上
方
物
と
江
戸
物
と

の
差
は
殆
ど
な
い
と
言

え
る
。

こ
れ
に
指
定
辞

の
使
用
状
況
を
加
味
す
る
と
、

こ
の
傾
向
は

一
層
強
め

ら
れ
る
が
、
男
性

で
も
か
な
り

〔ジ

ャ
〕
の
使
用
が
見

え
る
こ
と
か
ら
、
男
性

に
お
け
る
上
方
物
と
江
戸
物

と
の
差
も

口
頭
語
の
地
域
的
な
差
を

反
映
し

た
も

の
と
言
い
難
く
な

っ
て
く
る
。

本

章
で
も
他
資
料
と

の
比
較
は
行
な
わ
な
か

っ
た
が
、
例
え
ば
、
未
然
形
接

続

の
シ
ャ
ン
ス
系

・
ン
ス
系
や

〔
テ
指
定
〕
は
、
指
定
辞

〔ジ

ャ
〕
と
同
様
、

上
方

の
資

料
に
特
徴
的

に
見
え
、
江
戸

の
資
料

に
は
見
出
し
難
い
敬
語
辞
で
あ

注
側

る
。

こ
の
よ
う
な
現
象

に
つ
い
て
は
、
上
方
歌
舞
伎

の
影
響
を
考
え
る

べ
き
で

あ
ろ
う
が
、
前
述

の
通
り
、

そ
の
現
わ
れ
方
に
男
女
差

が
窺
え
る
外
、
次

の
④

～
◎

の
よ
う
な
現
象
も
見
え
、
そ
の
影
響

の
多
様
性
と
江
戸
歌
舞
伎
の
独
自
性

を
も
考
慮
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

④
文
化
期
台
帳
で
の

〔
ナ
セ

へ
〕

・

〔ネ

へ
〕
の
使
用
と
宝
暦
期
台
帳
で
の

不
使
用
。

⑤

シ
ャ
ン
ス
系

の
使
用
頻
度
の
低
さ
と

ン
ス
系
の
使
用
頻
度

の
低
下
。

◎
宝
暦
期
台
帳

の
女
性
で

の
シ

ャ
ル
系

の
不
使
用
。

(
d
上
方
同
期
台
帳

の

女
性
で
の
使

用
。

)

紙
面

の
関
係
か
ら
詳
述
は

で
き
な

い
が
、
上
方
歌
舞
伎

の
直
接

の
反
映
と
は

見
徹
し
難
く
、

江
戸
歌
舞
伎

の
独
自

性
=
江
戸

の
台
帳
で
の
セ
リ

フ
の
固

定
化

や
文
体
的
な
問
題
、
江
戸
語

の
反
映
度

の
問
題
等
を
孕
む
=
を
考
え
る

べ
き
面

も
あ
る
が
、
全
く

そ
の
影
響
を

否
定
し
き
れ
な
い
面
を
も
持

っ

て

い

る
。
た

だ
、
資
料
の
少
な

さ
に
よ
る
偶
然
の
産
物
と
言
え
そ
う
な
面
も
存
す
る
の
で
あ

る
。江

戸

の
台
帳

に

つ
い
て
は
、

こ
の
他

に
も
多
く
の
問
題

が
残
さ
れ
て
お
り
、
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そ
れ
だ
け
の
体
系
的
な
研
究
の
必
要
性
を
痛
感
す
る
次
第
で
あ
る
。

五
、
ま
と
め

三

・
四
章

の
内
部

徴
証
の
整
理
等
を
踏
ま
え
て
、
言
語
資
料
と
し

て
の
歌
舞

伎
脚
本

(
厳
密

に
は
、
歌
舞
伎
台
帳

の
み
)

の
見
通
し
を
述

べ
る
と
次
の
如
く

で
あ

る
。

①
上
方
歌
舞
伎
台
帳
=

一
部

に
セ
リ

フ
の
固

定
化
に
よ
る

口
頭
語
か
ら
の
乖

離
が
窺

え
る
。
し
か
し
、

そ
れ
が
す

べ
て
の
台
帳
、
す

べ
て
の
言

語
現
象

に

つ
い
て
言
え
る

こ
と
な

の
か
は
決
し
難

い
。
固
定
化

の
実
相
が
明
ら
か

に
さ
れ
れ
ば
、
言
語
資
料

と
し

て
有
意
義
な
台
帳
を
突
き
止
め
る
こ
と
も

可

能
で
あ
ろ
う
。

②

江
戸
歌
舞
伎
台
帳
11
調
査
の
範
囲

で
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
上
方
歌

舞

伎
の
影
響
を
強
く
受
け
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
江
戸
の
言
語
資
料
と
し

て

扱
う
こ
と
は
難
し
い
よ
う
で
あ
る
。

と
も
に
今
後

の
問
題
を
多
く
残

し
て
い
る
が
、
本
稿

で
扱

い
な
が
ら
も
、

こ

こ
で
見
通
し
を
述

べ
ら
れ
な
か

っ
た
前
期
上
方
の
絵
入
狂
言
本

に
つ
い
て
の
詳

細
な
調
査
も
ひ
と

つ
の
課
題
と
な

っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

六
、
別

表

①

〔
好

色

〕

ナ

サ
ル
ル

男

68

(
67
)

▼
ナ

サ
レ

男

10

(
10
)

シ
ャ
ル

男

"

(
18
)

▼

シ
ヤ
レ

男

31

(
15
)

②
〔江
戸
〕

・
女

16

(
0
)

・
女

30

(
o
)

・
女

4

(
o
)

シ
ャ
ン
ス

女
4

(
0
)

ン
ス

女
3

(
0
)

テ
指
定

男

-

(
1
)

ナ
サ
ル
ル

▼
ナ
サ
レ

シ
ヤ
ル

▼
シ
ヤ
レ

③
〔
壬
生

〕

ナ
サ
ル
ル

▼
ナ
サ
レ

シ
ャ
ル

▼
シ
ャ
レ

シ
ャ
ン
ス

④
〔白
山
〕

男
6

(
0
)

女

1

(
o
)

男

1

(
0
)

男

5

(
3
)

女 女 男 男 男
7114243

504222
)))))

シ ナ
ヤ サ
リレ ノレ

ル

男 男
110
((
110
))

⑤
〔幼

稚

〕

ナ
サ
ル

ナ
サ
ル
ル

▼
ナ
サ
レ

シ
ャ
ル

▼
シ
ャ
レ

シ
ャ
ン
ス

 ⑧
〔三
十

〕

ナ
サ
ル

ナ
サ
ル
ル

▼
ナ
サ
レ

シ
ャ
ル

▼
シ
ャ
レ

シ
ャ
ン
ス

・
女

3

(
o
)

・
女

11

(
0
)

・
女
2

(
o
)

・
女

9

(
-
)

・
女

11

(
8
)

・
女

-

(
o
)

男
2

(
2
)

・
女

-

(
0
)

男

伽

(
86
)

・
女

66

(
7
)

男

箆

(
21
)

・
女

-

(
0
)

男

59

(
侶
)

・
女

16

(
3
)

男

37

(
31
)

・
女

7

(
0
)

男

-

(
1
)

・
女

佃

(
20
)

男

1

(
1
)

男
⑫

(
%
)

男

珍

(
11
)

男

⑱

(
14
)

男

15

(
珍
)

女

箆

(
9
)

・
女

19

(
7
)

・
女
7

(
5
)

・
女
2

(
-
)

シ
ャ
ン
ス

女

4

(
2
)

▼

シ
ャ
ン
セ

女

2

(
-
)

ン
ス

女
-

(
-
)

テ
指
定

女
2

(
2
)

▼
シ
ャ
ン
セ

ン
ス

▼
ン
セ

テ
指
定

連
用
指
定

女

2

(
2
)

女

-

(
1
)

女

1

(
1
)

女

1

(
-
)

男

-

(
0
)

シ
ャ
ン
ス

女
1

(
1
)

ン
ス

女
2

(
o
)

▼
シ
ャ
ン
セ

ン
ス

▼
ン
セ

テ
指
定

連
用
指
定

▼
シ
ャ
ン
セ

ン
ス

▼
ン
セ

テ
指
定

連
用
指
定

女

8

(
-
)

男

6

(
6
)

女

8

(
5
)

男

2

(
2
)

男

3

(
0
)

・
女

22

(
15
)

・
女

5

(
o
)

・
女

-

(
-
)

女
6

(
-
)

男
9

(
0
)

・
女

17

(
4
)

男
2

(
0
)

・
女

8

(
-
)

男

-

(
0
)

・
女

1

(
1
)

女

-

(
0
)
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㎝
〔宿

無

〕

ナ
サ
ル

ナ
サ
ル
ル

シ
ャ
ル

▼
シ
ャ
レ

シ
ャ
ン
ス

▼
シ
ャ
ン
セ

⑧
〔桑
名

〕

ナ
サ
ル

ナ
サ
ル
ル

▼
ナ
サ
レ

シ
ャ
ル

▼
シ
ャ
レ

ゆ
〔隅

田

〕

ナ
サ
ル

ナ
サ
ル
ル

▼
ナ
サ
イ

▼
ナ
サ
レ

シ
ャ
ル

▼
シ
ヤ
レ

㎝
〔思

花

〕

ナ
サ
ル

ナ
サ
ル
ル

▼
ナ
サ
レ

シ
ヤ
ル

▼
シ
ヤ
レ

ロコ
〔韓

人

〕

ナ
サ
ル
ル

▼
ナ
サ
レ

シ
ャ
ル

▼
シ
ャ
レ

男

3

(
0
)

男

12

(
0
)

男

12

(
0
)

男

3

(
0
)

女

6

(
4
)

女

3

(
3
)

男 男 男 男
135332
((((
55211
))))

男
19
(

13
)

 

女

2

(
0
)

男

訂

(
2
)

男

1

(
0
)

男

2

(
0
)

男

15

(
2
)

男

8

(
1
)

男

2

(
0
)

男

23

(
8
)

男

6

(
5
)

男

18

(
13
)

男

10

(
9
)

・
女

1

(
o
)

・
女

3

(
2
)

・
女

-

(
o
)

・
女

42

(
0
)

・
女

3

(
0
)

・
女

2

(
0
)

・
女

6

(
3
)

男

%

(
5
)

・
女

2

(
0
)

男
2

(
1
)

男

11

(
1
)

男

6

(
1
)

ン
ス

▼
ン
セ

テ
指
定

連
用
指
定

▼
連
用
命
令

シ

ャ
ン
ス

▼
シ

ャ
ン
セ

ン
ス

▼

ン
セ

テ
指
定

シ
ャ
ン
ス

▼
シ
ャ
ン
セ

ン
ス

▼
ン
セ

テ
指
定

▼
連
用
命
令

シ
ャ
ン
ス

▼
シ
ャ
ン
セ

ン
ス

▼
ン
セ

▼
連
用
命
令

男

7

(
0
)

・
女

6

(
5
)

男

5

(
0
)

・
女

2

(
-
)

男

2

(
0
)

・
女

1

(
1
)

男

1

(
0
)

男

7

(
o
)

女

鵠

(
12
)

女

16

(
7
)

男

1

(
0
)

。
女

20

(
9
)

男

2

(
0
)

・
女

5

(
3
)

男

4

(
0
)

・
女

5

(
4
)

女

29

(
o
)

女

5

(
o
)

男

9

(
0
)

・
女

2

(
0
)

男

6

(
0
)

・
女

1

(
0
)

男

2

(
0
)

・
女

6

(
0
)

女

-

(
o
)

女

42

(
26
)

女

8

(
8
)

男

1

(
0
)

男

1

(
0
)

男

3

(
-
)

シ

ャ
ン
ス

女

鈴

(
24
)

▼

シ
ャ
ン
セ

女

9

(
6
)

ン
ス

男

5

(
o
)

テ
指
定

女
6

(
6
)

・
女

4

(
3
)

・
女

-

(
-
)

・
女

5

(
2
)

働
〔伊

勢

〕

ナ
サ
ル

ナ
サ
ル
ル

▼
ナ
サ
レ

シ
ヤ
ル

▼
シ
ヤ
レ

▼
シ
ャ
イ

シ
ャ
ン
ス

03
〔銘

作

〕

ナ
サ
ル

ナ
サ
ル
ル

▼
ナ
サ
レ

シ
ャ
ル

▼
シ
ャ
レ

▼
シ
ヤ
イ

α◎

〔競

〕

ナ
サ
ル

ナ
サ
ル
ル

▼
ナ
サ
レ

シ
ャ
ル

▼
シ
ヤ
レ

シ
ャ
ン
ス

①
〔男

伊

〕

ナ
サ
ル

ナ
サ
ル
ル

▼
ナ
サ
イ

▼
ナ
サ
レ

シ
ャ
ル

▼
シ
ャ
レ

▼
シ
ャ
イ

▼
セ
イ

男
3

(
-
)

男

45

(
以
)

男

5

(
3
)

男

9

(
4
)

男

11

(
3
)

男

-

(
0
)

女

40

(
訪
)

男

2

(
-
)

男
沼

(
10
)

男

2

(
-
)

男

3

(
3
)

男

9

(
5
)

男

2

(
-
)

男

3

(
2
)

男
ω

(
11
)

男
-

(
0
)

男

10

(
0
)

男

6

(
4
)

男

-

(
0
)

・
女

6

(
6
)

・
女

16

(
4
)

・
女

3

(
3
)

・
女

-

(
o
)

・
女

-

(
o
)

・
女

10

(
0
)

・
女

-

(
o
)

・
女

4

(
o
)

・
女

-

(
o
)

・
女

5

(
2
)

男
3

(
o
)

男

31

(
4
)

・
女

8

(
7
)

男
2

(
o
)

男

2

(
0
)

男

%

(
5
)

男
3

(
2
)

男

5

(
1
)

男

2

(
1
)

▼
シ
ャ
ン
セ

ン
ス

▼
ン
セ

テ
指
定

一
段
化

▼
連
用
命
令

シ
ャ
ン
ス

▼

シ
ャ
ン
セ

ン
ス

▼

ン
セ

テ
指
定

▼
シ
ヤ
ン
セ

ン
ス

▼
ン
セ

テ
指
定

一段
化

シ
ャ
ン
ス

▼
シ
ャ
ン
セ

ン
ス

▼
ン
セ

テ
指
定

連
用
指
定

▼
連
用
命
令

女

9

(
8
)

男

3

(
-
)

女

9

(
8
)

女

3

(
3
)

女

-

(
-
)

男

1

(
0
)

女

6

(
o
)

女

-

(
o
)

男

1

(
0
)

男

3

(
0
)

女

2

(
o
)

・
女

3

(
3
)

・
女

2

(
2
)

女

2

(
2
)

男

7

(
0
)

・
女

5

(
-
)

男

4

(
0
)

・
女

-

(
-
)

男

2

(
0
)

・
女

2

(
0
)

男

-

(
0
)

女

17

(
9
)

女

5

(
4
)

女

78

(
68
)

女

鎗

(
27
)

女

4

(
3
)

男

-

(
0
)

男
1

(
0
)
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②
〔心
謎
〕

ナ
サ
ル

ナ
サ
ル
ル

▼
ナ
サ
イ

▼
ナ
セ
へ

▼
ナ
サ
レ

シ
ヤ
ル

▼
シ
ャ
イ

③
〔杜

若

〕

ナ
サ
ル

ナ
サ
ル
ル

▼
ナ
サ
イ

▼
ナ
セ
へ

▼
ナ
サ
レ

シ
ヤ
ル

▼
シ
ヤ
イ

▼
シ

扱

う

男

10

(
0
)

男

36

(
6
)

男

9

(
0
)

男

3

(
o
)

男

2

(
-
)

男

5

(
-
)

男

2

(
o
)

男

7

(
o
)

男

鱒

(
-
)

男

23

(
o
)

女

-

(
o
)

女

-

(
o
)

男

31

(
0
)

男

15

(
-
)

男

2

(
0
)

・
女

19

(
o
)

・
女

-

(
o
)

・
女

2

(
o
)

・
女
8

(
o
)

・
女

8

(
3
)

・
女

9

(
o
)

・
女
3

(
o
)

・
女

2

(
o
)

・
女

-

(
o
)

▼

シシ
ャ
ン
ス

▼

シ
ャ
ン
セ

ン
ス

▼
ン
セ

テ
指
定

シ
ャ
ン
ス

▼
シ
ャ
ン
セ

ン
ス

▼
ン
セ

▼
ネ

ヘ
テ
指
定

連
用
指
定

男

-

(
o
)

女

6

(
o
)

女

6

(
o
)

女

-

(
o
)

女

2

(
o
)

女

2

(
o
)

女

4

(
4
)

女

2

(
2
)

女

6

(
2
)

男

1

(
0
)

・
女

1

(
0
)

男

6

(
0
)

・
女

38

(
0
)

女

-

(
-
)

女

-

(
-
)

▽
語
形
は
、
す

べ
て
命
令
形
と
平
常
形

(命
令
形
以
外
の
活
用
形
)
に
分
け
、
命
令

形

に
は
▼
印
を
冠
し
た
。

▽
自

立
語

の

「
ナ
サ

(
ル
)

ル
」

「
サ
シ
ャ
ル
」

「
サ

シ

ャ

ン

ス
」

「
サ
ン

ス
」
等
の
例
も
表

に
収
め
た
。

▽
敬
語
辞
の

「
ナ
サ

(
ル
)

ル
」

「
ネ

へ
」
は
連
用
形

に
、

「
シ
ャ
ル
」

「
シ

ャ
ン
ス
」

「
ン
ス
」
等
は
未
然
形
に
接
続
す
る
。

▽

「
テ
指
定
」

「
連

用
指
定
」
は
、

「
連
用
形

+
テ
+
指
定
辞
」

「
連
用
形

+

指
定

辞
」
を
意
味
し
、
更

に

「
連
用
形

+
テ

+
カ

(換
問
法
)
」

「
連
用
形

+

テ

(命
令
法
)
」

「
連
用
形

+
カ

(疑
問
法
)
」
も
含
む

。

▽

一
段

化
」
と
は
、
連
用
形
再
活
用
用
法
で
あ
り

、

「
書

キ
ン
カ

・
書

キ
タ

.

書

キ

ル

・
書
キ
ナ

(禁
止
)
・
書

キ

(命
令
)

」
の
よ
う
な
、
動
詞
連
用
形

が

基
部
と
な

っ
て
上

一
段
的
な
活

用
を
す
る
用
法
の
こ
と
で
あ
る
。

こ

の

う

ち

「
書

キ

(命
令
)
」
は
、

「
連
用
命
令
」
と
し
て
別
立
に
し

た
。

▽
用
例
数
は
、
男
女
別
に
総
数
を
出
し
、

(

)
内

に
、
男
性
で
は
武
士
層

の

用
例
数
、
女
性
で
は
遊

里
関
係
者
11
遊
女

・
禿

・
遣
手

・
踊
子

.
茶
屋
仲
居

等
=

の
用
例
数
を
示
し
た
。
従

っ
て
、
そ
れ
以
外

は
、
男
性

で
は
、
町
人
を

主
と
し

て
、
坊
主

・
奴

・
乞
食
な
ど
を
も
含
み
、
女
性

で
は
、
町
人
を
主
と

し
て
、
姫

君

・
武
士

の
妻

・
腰
元
な
ど
を
も
含
ん
だ
用
例
数

で
あ
る
。
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表
の
説
明

▽
歌
舞
伎
脚
本

に
見
え
る
敬
語
辞
は
、
表

に
示
し
た
外

に

「
ナ

(
サ
)
ン
ス
」

「
ヤ

ル
」
等
が
あ
る
が
、
紙
面

の
関
係
で
省
略
し

た
。

注

ω

代
表
的
な
と
こ
ろ
で
は
、
湯
沢
幸
吉
郎
氏
が

「徳
川
時
代
言
語
の
研
究
」
で
絵
入
狂
言
本
、
山
崎

久
之
氏
が

「国
語
待
遇
表
現
体
系
の
研
究
」
で
絵
入
狂
言
本

・
歌
舞
伎
台
帳
を
取
り
扱

っ
て
お
ら
れ

る
。

②

前
掲
書
。
ぺ
鵬
～
珊
参
照
。

③

矢
野
準
氏

「近
世
後
期
京
坂
語
に
関
す
る

一
考
察
」

(国
語
学
期
)

④

奥
村
三
雄
氏

「敬
語
辞
系
譜
考
」

(国
語
国
文
訪
ー
5
)
の
規
定
に
従
う
。



⑤

本
稿
で
は
、
翻
字
本
に
よ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
が
、
清
濁

・
用
字
法
に
つ
い
て
は
別

と
し

て
、

敬
語
辞
な
ど
当
面
の
調
査
に
つ
い
て
は
問
題
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
例
え
ぱ
、

「幼
稚
子
敵
討
」
の
場

合
、
翻
字
本

(
日
本
古
典
文
学
大
系
)
と
そ
の
底
本
の
東
大
国
語
研
究
室
蔵
本
の
写
真

(
一部
)
と

を
比
較
す
る
と
、

⑦

翻
字
本
で
は
、
底
本
の
頭
書
き
や
ト
ガ
キ
中
の
役
者
名
が
役
名
に
改
め
て
あ
る
。

「崎
之
助
抜
刀
に
て
出
る
」
↓

「お
初
抜
刀
に
て
出
る
」

④

底
本
に
は
濁
点
が
殆
ど
施
さ
れ
て
い
な
い
が
、
翻
字
本
で
は
校
注
者
の
見
解
で
か
な
り
補

っ
て

あ
る
。

等
の
相
違
で
あ
り
、
他
の
翻
字
本
も
概
ね
こ
の
程
度
の
相
違
の
よ
う
で
あ
る
。

猶
、
刊
行
さ
れ
た
絵
入
狂
言
本
と
は
異
な
り
、
歌
舞
伎
台
帳
は
殆
ど
写
本
で
あ
る
た
め
、
河
竹
繁
俊

氏

(
日
本
古
典
文
学
大
系

・
月
報

55
)
の
如
く
、
台
帳
に
善
本

・
悪
本
を
考
え
る
こ
と
が
あ
る
。
し

か
し
、
演
劇
や
文
学
の
資
料
と
し
て
扱
う
場
合
と
言
語
資
料
と
し
て
扱
う
場
合
と
で
は
、
台
帳
の
評

価
が
異
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
他
、
台
帳
に
は
、
役
者
よ
り
地
位
の
低
い
狂
言
作
者

の
意
向
が
ど
の
程
度
そ
の
セ
リ
フ
に
反
映
し
て
い
る
か
な
ど
の
問
題
が
存
す
る
が
、
今
後
の
研
究
の

成
果
に
侯
ち
た
い
。

⑧

上
方
板
洒
落
本
の

「
ナ
サ

(
ル
)
ル
」
も
、
台
帳
の
よ
う
に
、
最
も
幅
広
く

一般
的
に
用
い
ら
れ

て
い
る

(注
③
の
論
文
等
)
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
遊
里
関
係
の
人
物
は
余
り
使
用
し

て
い
な
い
よ

う
で
あ
る

(矢
野
氏

「語
文
研
究
41
」
の
論
文
等
)
。

㎝

上
方
板
酒
落
本
の

「
シ
ャ
ル
」
に
つ
い
て
は
、
宝
暦
期
の
も
の
だ
け
に
見
え
る

(注
③
の
論
文
)

と
か
、
近
世
前
期
資
料
に
は
見
え
る
が
、
洒
落
本
に
は
稀

(注
d
の
論
文
)
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
島
田
勇
雄
氏

(
「国
語
と
国
文
学

36
-
10
」
の
論
文
)
に
よ
れ
ば
、
遊
里
語
に
対
し
て

一

般
語
で
は
天
保
期
で
も

「
シ
ャ
ル
」
は
か
な
り
用
い
ら
れ
て
い
た
と
の
に
と
で
あ
る
。
他
に
、
鈴
木

勝
忠
氏

(
「国
語
国
文
36
-
2
」
の
論
文
)
も
天
明
期
以
降
か
な
り
遅
く
ま
で

「
シ
ャ
ル
」
の
存
在

を
認
め
て
お
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
各
論
が
依

っ
て
い
る
資
料
の
性
格
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
台
帳
の
女

性
で
の
衰
退
の
時
期
が
、
洒
落
本
の
そ
れ
に
概
ね

一
致
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

⑧
上
方
板
酒
落
本
の

「
シ
ャ
ン
ス
」
に
つ
い
て
の
論
及
は
皆
無
に
等
し
く
、
注
③
の
論
文
や
奥
村
三
雄

先
生
の
論
文

(岐
阜
大
学
研
究
報
告
13
)
の
別
表
等
で
、
宝
暦
期
の
も
の
(聖
遊
廓

・
原
柳
巷
花
語
)

や
寛
政
期
の
も
の

(
浮
世
瓢
筆

・
南
遊
記
)
に
若
干

「
シ
ャ
ン
ス
」
が
存
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し

か
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
台
帳
の
女
性
の
よ
う
な
盛
行
は
全
く
窺
え
ず
、
台
帳
と
洒
落
本
と
の
相
連
点

の
ひ
と
つ
と
言
え
る
。

働
上
方
板
洒
落
本
の

「
ン
ス
」
に
つ
い
て
は
、
宝
暦

・
明
和
期
の
も
の
に
多
い
が
、
安
永
期
以
降
の
も

の
に
は
稀

(注
④
⑧
の
論
文
等
)
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
台

帳

の
女

性
の
状
態
と
概
ね

一
致
す
る

が
、
天
明
期
以
降
の
台
帳
で
遊
里
関
係
の
女
性
を
中
心
に
若
干
例
が
見
え
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

00

山
崎
氏
の
前
掲
書
ぺ
㎝
参
照
。

口D

注
00
の
同
箇
所
や
湯
沢
氏
の
前
掲
書
ぺ
塒
参
照
。

働

上
方
板
酒
落
本
で
は
、
連
用
尊
敬
法
が
安
永
期
以
降

「
ナ

(
サ
)
ン
ス
」

「
ン
ス
」
に
代
っ
て
盛

ん
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

(注
⑧
⑧
の
論
文
等
)
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
台
帳
で
は
、
確
か
に

安
永
期
頃
か
ら

「
ン
ス
」
は
衰
退
し
て
い
る
が
、

「
シ
ャ
ン
ス
」
が
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
連

用
尊
敬
法
が
取
っ
て
代
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な

台
帳

で
の
連
用
尊
敬
法
の
未
発
達

は
、
台
帳
と
酒
落
本
と
の
相
違
点
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
。

α3

遊
里
を
主
な
舞
台
と
す
る
酒
落
本
と
の
比
較
に
備
え
て
、
別
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
女
性
で
は
遊

里
関
係
者
=
遊
女

・
禿

・
遣
手
等
=
の
用
例
数
を
特
立
し
た
。
し
か
し
、
男
性
の
遊
里
関
係
者
=
茶

屋
亭
主

・
幣
間
等
=
に
つ
い
て
は
、
用
例
が
非
常
に
少
な
い
た
め
別
立
に
は
で
き
な
か
っ
た
。

U◎

注
③
の
論
文
ぺ
29
。

㈲

但
し
、
島
田
勇
雄
氏

(
「国
文
学

11
=
8
」
の
論
文
)
も
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
狂
言
作
者

と
は
位
相
を
異
に
す
る
、
若
殿

・
家
老

・
姫
君
等
の
武
士
層
の
人
物
の
セ
リ
フ
は
、
町
人
層
の
そ
れ

以
上
に
舞
台
用
語
と
し
て
の
性
格
が
強
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

㎝

代
表
的
な
と
こ
ろ
で
は
、
湯
沢
幸
吉
郎
氏
が

「
江
戸
言
葉
の
研
究
」
で
歌
舞
伎
台
帳
を
扱
っ
て
は

お
ら
れ
る
が
、
そ
の
主
な
資
料
は
洒
落
本

・
人
情
本

・
滑
稽
本
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
後
期
江
戸

語
研
究
で
は
、
台
帳
以
外
に
優
れ
た
資
料
が
多
く
存
す
る
た
め
、
後
期
上
方
語
研
究
と
は
異
な
り
、

台
帳
を
利
用
す
る
必
要
は
殆
ど
な
い
の
で
あ
る
。

猶
、
服
部
幸
雄
氏
は

「浄
瑠
璃

・
歌
舞
伎
の
敬
語
」

(敬
語
講
座
4
)
で
、
南
北
の

「東
海
道
四

谷
怪
談
」
の
待
遇
表
現
を
詳
し
く
調
査
し
て
お
ら
れ
る
が
、
ま
だ

研
究

の
余
地
は
あ
り
そ
う
で
あ

る
。

㎝

「悪
婆
」
に
つ
い
て
は
、

「
心
の
悪
い
老
婆
な
の
で
は
な
く
、
多
く
は
中
年
の
、
あ
だ
っ
ぽ
い
毒

婦
の
タ
イ
プ
で
あ
る
。
美
貌
で
、
性
格
が
伝
法
肌
で
、
思
う
男
の
た
め
に
は
、
ゆ
す
り

・
盗
み

・
人

殺
し
な
ど
も
あ
え
て
辞
さ
ぬ
と
い
う
強
い
性
格
の
女
を

表

現
す

る
役
柄
で
あ
る
」

(服
部
幸
雄
氏

「歌
舞
伎
の
構
造
」
ぺ
77
)
と
あ
る
。

㎝

女
性
の
シ
ャ
ル
系
の
例
は
、
他
に
こ
の
お
六
の
母

。
お
く
ら
に
三
例
見
え
る
が
、
そ
れ
は
役
柄
上

の
顕
著
な
特
徽
も
な
く
、
他
の
殆
ど
の
女
性
の
よ
う
に
指
定
辞
は

〔ジ
ャ
〕
で
あ
る
。
お
く
ら
の
よ

う
な
年
配
女
性
の
シ
ャ
ル
系
の
例
は
、

一
般
的
に
は
衰
退
し
た
明
和
期
以
降
の
上
方
の
台
帳
に
も
見

え
た
こ
と
で
あ
る
。

一29一
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指

定
辞

〔ダ
〕

・

〔ジ

ャ
〕

の
使
用
状

況
を
、
伺
=

〔
ダ
〕
専

用
、
b
11

〔
ダ
〕

・

〔ジ

ャ
〕

混

用

=
山
11

〔ダ
〕
多

用

.
倒
=

〔ジ

ャ
〕
多

用
、
⑥
11

〔
ジ

ャ
〕
専

用

の

四

類

に
分
け
る
と
、
②

〔心

謎
〕

⑨
〔
杜
若
〕
で
の
各
類
所
属

の
人
物
の
数
は
次

の
如

く
で
あ
る
。
猶

、
こ
れ
に

つ
い

て
は

、

②
〔
心

謎
〕

③
〔
杜
若
〕
と
も

に
全
篇

に
亙

っ
て
調
査
し
た
。

②
〔
心

謎
)

男

同
"

12

・
團
11

5

・
㈱
=

1

・
⑥
飼

1
。

女

①
闘

1

(
お
六
)

・
価
"

o

・
納
"

2

・
⑥
11

9
。

③
〔
・薯

)

男

国
=

6

・
⑥
"

8

・
励
11

2

・
e
日ー

。

女

㈲
=
0
.
制
"
1

(お
六
)
・
励
醤

0
・
伺
開
6
。

②
(心
謎
)

の
女
性
で
励
所
属
の
人
物
が
二
名
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も

〔ダ
〕
は

一
例
で

〔ジ
ャ
〕

は
四
例
も
あ
る
。
③
〔杜
若
〕の
お
六
は

伺
所

属

で
は
な
い
が
、

〔ジ
ャ
〕
は

う
例
に
過

ぎ
な

い

(
〔ダ
〕
葡
例
)
。

①
〔男
伊
)
に
つ
い
て
は
、
数
値
を
挙
げ
う
る
ま
で
鋼
査
が
進
ん
で
い
な
い
が
、
男
性
は
厩
ね

〔ダ
〕

を
使
用
し
、
女
性
は

〔ジ
ャ
〕
を
多
く
使
用
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

上
方
の
歌
舞
伎
脚
本
で
の
指
定
辞
は
す
べ
て

〔ジ
ャ
〕
で
あ
る
が
、
特
殊
例
と
し
て
男
性
に
若
干

〔ダ
〕
の
例
が
見
え
る
。

⑳

例
え
ば
、
こ
れ
ら
の
敬
語
辞
は
、
注
00
の
湯
沢
氏
の
前
掲
書
に
は
例
が
見
え
ず
、
注
③
の
矢
野
氏

の
論
文
で
も
-
上
方
板
と
江
戸
板
の
酒
落
本
を
比
較
さ
れ
、
上
方
板
酒
落
本
に
特
徴
的
な
も
の
と
述

べ
て
お
ら
れ
る
。

(
一
九
八
○

・
九

・
一
)
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